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【
長
野
県
大
町
市
】

　

平
成
29
年
10
月
17
日
、
長

野
県
大
町
市
議
会
政
友
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
推
進
事
業
「
寺
子
屋

21
」
の
視
察
研
修
を
行
う
た

め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
担
当
課
が
市

の
概
要
、
社
会
教
育
の
取
り

組
み
、
得
ら
れ
た
成
果
、
今

後
の
課
題
と
展
望
、
事
業
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

寺
子
屋
21
の
組
織
づ
く
り
、

事
業
へ
の
市
職
員
・
教
育
委

員
会
の
関
わ
り
、
事
業
の
目

標
・
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
鹿
児
島
県
日
置
市
】

　

平
成
29
年
10
月
26
日
、
鹿

児
島
県
日
置
市
議
会
の
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
方
々
が

行
政
視
察
の
た
め
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
ま
ず
担
当
課

が
本
市
に
お
け
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た

後
、
オ
リ
ー
ブ
生
産
者
協
議

会
会
長
よ
り
オ
リ
ー
ブ
の
栽

培
状
況
、
６
次
産
業
化
の
推

進
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

オ
リ
ー
ブ
栽
培
で
の
風
・
病

害
虫
対
策
、
苗
木
へ
の
市
の

補
助
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
会
議
後
は
、

オ
リ
ー
ブ
搾
油
施
設
の
見
学

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長野県大町市・鹿児島県日置市の
議員が南島原市を視察されました
長野県大町市・鹿児島県日置市の
議員が南島原市を視察されました

議
会
ミ
ニ
ミ
ニ
通
信

議
会
ミ
ニ
ミ
ニ
通
信

大町市議会視察研修の様子

日置市議会視察研修の様子


